やまおとこ しこん さけ そうろう こと 

「 一 、 山男 紫紺 を 売りて 酒 を 買い 候 事、 

にしね やま ね ほと ゆうけい いた 

山男、 西 根 山に て 紫紺の 根 を 掘り 取リ、 夕景に 至りて、 

ごじょう か もリ おか い そうろう うえ ざいもく ちょう 

ひそかに 御城 下 (盛 岡) へ 立ち 出で 候 上、 材木 町 

きぐす リ しょうにん おうみ やげん ぱち いっぴょう もん そうろう 

生薬 商人 近 江屋源 八に 一 俵 二十 五 文に て 売り 候 。 

さかや はんの すけ かた まい ごうい リ ほど ひょうたん 

それより 山男、 酒屋 半 之 助 方へ 参り、 五合 入 程の 瓢簞 

を 差 出し、 この 中に 清酒 一斗お 入れな された くと 申し 

候。 半 之 助 方 小僧、 身ぶ るえ しつつ、 酒 一斗 はとても 

入り 兼ね 候と 返答 致し 候処、 山男、 まず は 入れな さる 

ベく 候と 押して 申し 候。 半 之 助 も 顔色 青ざめ 昏細 承知 

と 早口に 申し 候。 扨、 小僧ます をと りて 酒 を 入れ 候に、 

酒 は 事 もな く 入り、 遂に 正味 一 斗と 相 成り 候。 山男 



おお、.' わら お さ 

大に 笑いて 二十 五 文 を 置き、 瓢簞を さげて 立ち去り 

おもむき そうだ い おと ど これ ぁリ 

候 趣 、 材木 町 総代より 御 届け 有 之 候 ご 

これ を 読んだ とき、 工芸 学校の 先生 は、 机 を 叩いて 

斯う ひとりごと を 言いました。 

「なるほど、 紫紺の 職人 はみ な 死んで しまった。 生 

薬屋のお やじ も 死んだ と。 そうして みると さしあたり、 

せんぱい 

紫紺に ついての 先輩 は、 今では 山男 だけ というわけだ。 

よしよ し、 一 つ 山男 を 呼び出して、 聞いて みょう ご 

こうげい しこん ぞめ けんきゅうか い ひとたち 

そこで 工芸 学校の 先生 は、 町の 紫紺 染 研究会の 人達 

そうだん ご ご うち まるせ いよう けん 

と 相談して、 九月 六日の 午后 六 時から、 内 丸 西洋 軒で 

しょうた いかい 

山男の 招待 会 をす る ことにき めました。 そこで 工芸 



なんて 云つ ている 人 も あり 一 方で は そろそろ 大切な 

用談が はじま リ かけました。 

しつれい 

「ええと、 失礼です が 山男さん、 あなた はおい くつで 

いら つ しゃ います かご 

「二十 九です ご 

「お 若いです な。 やはり 一年 は 三百 六十 五日です かご 

「 一 年 は 三百 六十 五日のと きも 三百 六十 六日のと きも 

あります ご 

「あなた はふ だん どんな もの をお あがりに なります 

ゝ o _ 

力 」 

くリ み やさい 

「さよう。 栗の 実 やわらび や 野菜です ご 



みんな はがつ かりして しまいました。 なんだ、 紫紺の 

こと も 知らない 山男な ど 一 向 用 はない こんな やつに 酒 

を 呑ませたり してつ まらない こと をした。 もうあと は 

こんしんかい かって 

おれたちの 懇親会 だ、 と 云う つもりで めいめい 勝手に 

のんで 勝手にた ベました。 ところが 山男に は それが 大 

へん うれしかった ようでした。 しきりに かぶり かぶり 

とお 酒 をのみ ました。 お 魚が 出る と 丸ごとけ ろり とた 

やさい した 

ベました。 野菜が 出る と 手 を ふところに 入れた まま 舌 

だけ 出して ベ ろり となめ てし まいます。 

そして 眼 を まっかに して 「へろ れつて、 へろ れつて、 

とま 1 つ ほ 

けろ れつて、 へろ れつて ごなんて 途方もない 声で 咆ぇ 



きみ わる 

はじめました。 さあ みんな はだん だん 気味 悪くな り ま 

きゅうじ 

した。 おまけに 給仕が テ— ブルの はじの 方で 新ら しい 

びん ぬ 

お 酒の 瓶 を 抜いた ときな ど は 山男 は 手 を 長くな がくの 

ばして 横から 取つ てし ま つ て ラッパ 呑み を はじめ まし 

たので ぶるぶる ふるえ 出した 人 も ありました。 そこで 

けんきゅうかい がんらい 

研究会 の 会長さん は 元来お さむらいで したから 考え 

ました。 (これ はどう もい かん。 けしからん。 こうみ 

し 力た 

だれて しまって は 仕方がない。 一つ ひきしめて やろ 

う。) くだものの 出た の を 合図に 会長さん は 立ち あが 

りました。 けれども 会長さん ももう へろ へろ 酔って い 

たのです。 



酒と とりかえ ましたが 私 は 紫紺の はなし を 一 寸 すれば 

こんなに 酔う くらいまでお 酒が 呑める のです。 

そら こんなに 酔う くらいで すご 

せき すわ 

山男 は 赤くな つた 顔 を 一 つ 右手で しごいて 席へ 座り 

ました。 

みんな は ざわざわ しました。 工芸 学校の 先生 は 「黒 

つか てちょう 

いしめ つた 土 を 使う こと」 と 手帳へ 書いて ポケットに 

しまいました。 

そこで みんな は 青い りんごの 皮 をむ き はじめました _ 

山男 もむ いてた ベました。 そして 実 をす つかりた ベて 

からこん ど はかま ど を ぱくりと たべました。 それから 



丁度 七つの 森の 一 番 はじめの 森に 片脚を かけた とこ 

ろだった のです。 

しこん ぞめ だい はくらんかい にとうしょう 

さ て 紫紺 染が東 京大 博覧会 で 一 一 等 賞 を とる までに は 

こんな 苦心 もあった と いう だけのお はなしであります _ 
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